
あっと言う間にチャイルドシートの代わりに

スマートキッズベルトは、ポーランドで開発され、EUや US 基準の厳しいクラッシュテストを経て安全認証を取得し
国内でも Eマーク適合と認められた、世界で唯一の携帯型子供用シートベルトです。
革新的な形状で携行性に優れ、旅先のレンタカーやタクシーの車内など、利用場所を選びません。
製品の重さはわずかに 120g。一般的なチャイルドシートと異なり幅も取らないため、後部座席に 3人のお子様を乗せて使用できます。

欧米・国内での安全基準を取得 革新的な形状 全車種対応



こんな経験ありませんか？

運転中後部座席のお子様が寝た時に首を締めつける
シートベルトが気になり運転に集中できない。

後部座席に二台置くと場所を取って、三人乗れなくなる。
保管場所も大変。

帰郷やお迎えなどで突然、乗車人数が増えてしまった。旅先や出先のレンタカーやタクシーでもチャイルドシートが
なくお子様の安全面が不安になる。

チャイルドシートは洗濯機で洗えず一苦労。
専門業者に頼むのもお金がかかる。

チャイルドシートの出し入れはママには重労働。
付け方も複雑で取り付けるのも一苦労。



もし、安全で軽くてコンパクトな
チャイルドシートがあればこんなシーンも、解決できるの
ではないかと考えました。

バッグの中に備える。
化粧ポーチほどのサイズに収まります。

車のダッシュボードに備える。
サイドボードにも収まります。

コンパクトなサイズなのでどこにでも
持ち歩けます。

↓スマートキッズベルトを備えておけば。

後部座席を気にせず運転に
集中できる。

急な乗客や車本来の乗員数に
対応できる。

気軽に洗えるので
コストパフォーマンスが良く清潔に
保てる。

卵２個分の重さ（120g）
と軽量、そして取り付けも
簡単でママも楽々。

旅先でも持ち歩けるので
快適で安心の旅行に。

世界中で認められた高い安全性



チャイルドシート・ジュニアシート
　　相場 ¥3,000～￥100,000

安全と快適は価格に比例しない。
　　　高いと安全とは限らない。

幼児用チャイルドシートによるダミーを使用しての検証

スマートキッズベルト

頭部損傷基準をテスト結果より計算し、頭部損傷数値を比較すると
スマートキッズベルトは損傷基準を大きく下回る数値結果になる。

安全性と価格が比例していない。

世界的な機関で証明された安全性

コンパクト
簡単３ステップの取り付け
手入れが簡単
お手頃価格

メリットA社

B社

C社

D社

スマートキッズベルト
　参考価格￥4,980
スマートキッズベルト
　参考価格￥4,980

新生児から使用可能な物もある
フルフラット可能な物もある
クッション性がある物もある

メリット

デメリット
新生児は使用が困難
フルフラットにできない
クッション性は車種による

かさばる
取り付けが面倒
洗濯が困難
高額な商品もある

デメリット



可愛い我が子の為にそして
可愛いお孫さんの為に。

近年少々高齢化が進み、お孫さまをお持ちの方も非常に多い時代です。
お若い祖父母さまも多く、お孫さまとの時間を大切に過ごされております。
度々ニュースなどでも高齢者の事故がとりだたされています。
安全の価値観のギャップも大きくなっています。
子どもの死傷事故をドライバーの世代別にみると、25 ～ 39 歳の親世代でのチャイルドシート使用率は 68％であるのに対し、
55 歳以上の祖父母世代は 49％と半数を下回ります ( 図 2)。さらに、祖父母世代が適正に使用しているケースは 38％と非常に低く、
チャイルドシートの必要性を理解していなかったり、適正に使用できていない様子がうかがえます。

大切なお孫さんを守る点で” スマートキッズベルト” はお役に立てるツールだと考えております。
お孫さんの帰郷時、送迎などお孫さんと同乗する際に、” スマートキッズベルト” があれば
安全、簡単に大切なお孫さんを守ることができます。
また、おじいさま、おばあさまへのプレゼントとしてもおすすめです。
安全意識を真心と共にお渡しすこともできます。



簡単に取り付けができる。
だから、気軽に持ち歩ける。気軽に使える。



お子様の笑顔を守るのは安全運転

そして


